
■固相反応を利用した反応焼結プロセスの開発
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成果：

・Ni-Alの焼結に三つの発熱・吸熱反応を解明

・固相反応を利用した反応焼結プロセスの提案

・Ni-Alの焼結反応における温度制御を実現

■反応焼結による金属間化合物の開発
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